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第2章
【No.4】【No 4】
佐賀県の歴史

江戸幕府
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島原藩

彼杵郡

幕
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松浦郡

小城郡
佐賀郡
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杵島郡
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彼杵郡
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松浦郡

　
（本藩）

唐 津 藩

対 馬 藩

村 田 領

こう じろ

　江戸時代には、幕府と藩が領地とその地域の人々を支配す
る幕

ばく

藩
はん

体
たい

制
せい

が成立しました。現在の佐賀県には、佐賀藩や唐
津藩、幕

ばく

領
りょう

や対
つ

馬
しま

藩
はん

の一部がありました。

□佐賀における幕藩体制    
江戸時代末頃の藩領図

■佐賀藩構成図

　幕領とは幕府が直接支配
する領地のこと。

　対馬藩（現在の長崎県対
馬市）の飛び地が、現在の基
山町と鳥栖市東部付近（田

た

代
じろ

領）と唐津市浜玉町浜崎付
近（浜崎領）にありました。

調べて

みよう
!

唐津藩で起こった
「虹

にじ

の松
まつ

原
ばら

一
いっ

揆
き

」とは
どんな事件だったの
かな？

佐賀藩は

全国約2
50藩の中

で、

徳川家な
どを除い

て

第8番目
の

規模

短期間で藩主が交代した唐津藩

（公益財団法人 鍋島報效会 蔵）

（唐津市教育委員会 蔵）

初代藩主鍋
なべ

島
しま

勝
かつ

茂
しげ

像
1580（天正 8）年～
1657（明暦 3）年

唐
から

津
つ

城
じょう

下
か

俯
ふ

瞰
かん

図
ず

／長
は

谷
せ

川
がわ

雪
せっ

塘
とう

作

■唐津藩の歴代藩主の6家

（白石町教育委員会 提供）

秀林寺猫塚（白石町）

　龍
りゅう

造
ぞう

寺
じ

家に代わって、鍋島家が治めること
になった佐賀藩は、本藩の他に三つの支藩（小
城藩・蓮池藩・鹿島藩）をつくりました。旧
龍造寺系の家

か

臣
しん

に対して、鍋島一門を強化す
るのが目的でした。

本藩藩主と三支藩藩主の関係は親子

　鍋島勝茂の長男・元
もと

茂
しげ

（小城藩）、三男・直
なお

澄
ずみ

（蓮池藩）、五男・直
なお

朝
とも

（鹿島藩）が三支藩の
藩主をつとめました。

　唐津藩は初代藩主の寺沢家が２代で断絶した後、徳川幕府の譜代大名が代々藩主にな
りました。なかには、後に幕府老中として天保の改革を行った水

みず

野
の

忠
ただ

邦
くに

もいます。

◎唐津藩…譜
ふ

代
だい

大
だい

名
みょう

が藩主をつとめる  ◎佐賀藩…外
と

様
ざま

大
だい

名
みょう

の鍋島氏が藩主をつとめる

　佐賀の伝説のなかに、龍造寺家から鍋

島家への政権交代がモチーフになった「佐

賀の化け猫話」があります。秀
しゅう

林
りん

寺
じ

には、

化け猫の霊を供
く

養
よう

するための猫塚があり

ます。

寺沢家（２代） 1593（文禄２）年～
1647（正保４）年

　幕領 1648（慶安元）年

大久保家（２代） 1649（慶安２）年～
1678（延宝６）年

松平家（３代） 1678（延宝6）年～
1691（元禄４）年

土井家（４代） 1691（元禄４）年～
1762（宝暦12）年

水野家（4代） 1762（宝暦12）年～
1817（文化14）年

小笠原家（5代） 1817（文化14）年～
1869（明治2）年

見どころスポット見どころスポット
唐津城
住所：唐津市東城内8-1
電話：0955-72-5697
開館時間：9時～ 17時
休館：12月 29日～ 12月 31日
料金：〈天守閣観覧料〉
　　　一般（15歳以上）1人 500円、
　　　小・中学生1人 250円

佐賀本藩の他に、小城・蓮池・鹿島の三支藩が成立

藩領図
（吉川弘文館『佐賀藩』を参考に作成）
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第2章 〔佐賀県の歴史〕 No.4　江戸時代

（    　 　　　　　　）肥前さが幕末維新博覧会リアル弘道館展示より転載 
イラスト：青島太郎氏

　17歳（数え年）で佐賀藩の10代藩主になった鍋
なべ

島
しま

直
なお

正
まさ

は、さ
まざまな改革を行いました。

□幕末佐賀藩の大改革    

　藩校「弘
こう

道
どう

館
かん

」を拡張。大
おお

隈
くま

重
しげ

信
のぶ

や江
え

藤
とう

新
しん

平
ぺい

など多くの人
たちがここで学びました。 　オランダの原書を読

み解いて、一度に大量の
鉄を溶かすことのでき
る反射炉を築き、日本で
初めて西洋式の鉄製大
砲をつくりました。

　現在の日新小学校（佐賀市長瀬町）付近
に築地反射炉が築かれたと考えられ、校庭
内に反射炉や大砲の模型が設置されてい
ます。

　佐賀藩は西洋医学を積極的に導入。1849（嘉永2）年、
当時4歳（数え年）だった直正の子淳一郎に天然痘のワ
クチンを接種（種痘）しました。これが、種痘が全国に普
及するきっかけになりました。

　1855（安政2）年、鍋島直正は、長崎に来港したオランダの
蒸気船ヘデー（ゲデー）号に乗り込み、船内を見学しました。

　三重津海軍所では、洋式船などを操
そう

船
せん

す
る海軍の訓練が行われ、ここで、日本初の実
用蒸気船「凌

りょう

風
ふう

丸
まる

」が造られました。三重津
海軍所跡は、世界遺産に登録されています。

■その他、佐賀藩内の教育機関

東
とう

原
げん

庠
しょう

舎
しゃ

（多久領）、身
しん

教
きょう

館
かん

（武雄領）、興
こう

譲
じょう

館
かん

（小城

藩）、成
せい

章
しょう

館
かん

（蓮池藩）、弘
こう

文
ぶん

館
かん

（鹿島藩）、思
し

斉
せい

館
かん

（久保

田領）、三
さん

近
きん

堂
どう

（須古領）、知
ち

方
ほう

館
かん

（川久保領）など

　）

隈
ま

人

関
う

読んで

みよう
! マンガで読む

『鍋島直正』
学校の図書館にもあるよ！

見どころスポット見どころスポット

佐賀県立
佐賀城本丸歴史館
住所：佐賀市城内2-18-1   
電話：0952-41-7550
開館時間：9時 30分～ 17時
休館：年末
　　　(12月 29日～ 31日 )
料金：無料

次代を担う人材を育成

最新最強の軍事力で長崎警備を強化

他藩に先駆けて
熱心に取り入れた
西洋文明

築地反射炉跡 三重津海軍所之図（部分）

斉正（直正）公 蘭船ゲデー号訪問図

直正公嗣
し

子
し

淳
じゅん

一
いち

郎
ろう

君種
しゅ

痘
とう

之図

佐
さ

賀
が

藩
はん

築
つい

地
じ

反
はん

射
しゃ

炉
ろ

絵
え

図
ず

（部分）

（佐賀県観光連盟 提供）

（佐賀県文化・スポーツ交流局 文化課 提供）

（公益財団法人 鍋島報效会 蔵）

（公益財団法人 鍋島報效会 蔵）

（佐賀県医療センター 好生館 蔵）

（公益財団法人 鍋島報效会 蔵）
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